福岡県C市で月８３４時間の重度訪問介護が認められた事案

福岡障害問題弁護団
（主担当）岡部信政、紫藤拓也、國府朋江、緒方枝里

第１　事案の概要（申請者の状況等）
　本人は、１８歳のときの交通事故で負った頸髄損傷により両上下肢機能全廃、音声・言語機能喪失（身体障害１級）となり、その後、１０年以上ずっと病院での生活を続けてきた３３歳（申請時）の男性。退院しての自立生活を希望していた。
　スピーチカニューレで会話が可能。
[bookmark: _GoBack]　パソコンに「伝の心（でんのしん）」という意思伝達装置が入っており、頬でパソコンとつないだタッチセンサーに触れることでパソコンを操作したり、テレビのリモコン操作を行っている。LINEのやり取りも可能。
　母親がほぼ毎日病院に来て、病院の手が回らないところをフォローしている。週末、受け入れ可能な時は実家で外泊しているが、自宅−病院間の移動は母親とヘルパーの二人体制。家では母親がほぼ一人で介助。母親自身も腰痛等の体調不良があり、一人で本人を介助することに限界を感じていた。
実家は借家でバリアフリーでもなく、本人との同居は困難であった。

第２　交渉の経緯
・２０１８年４月　　弁護団への依頼。アドバイザー役弁護士による本人面談
・２０１８年５月　　主担当者が本人及び母親と面談
・２０１８年７月　　本人の外出に同行（後に写真撮影報告書として証拠化）
（その他の準備）
　カルテ開示、主治医との面談・意見書作成、本人及び母親との面談・それぞれの陳述書作成、申請書に添付する弁護団意見書の作成
・２０１８年１２月　申請（本人も同行）
・２０１９年２月　　申請どおり８３４時間の支給量を獲得

＊８３４時間（７４４時間から訪問入浴の６時間を控除し、外出９６時間を加算）

第３　問題点と工夫した点
　１　外出時の二人介助の必要性の立証
　　　外出に同行しての写真撮影報告書、母親の陳述書（詳細な介助内容）

　２　家族による自宅介助が困難であることの立証
　　　母親の陳述書、弁護団意見書
以上




